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■雨水協会ホームページのご案内
雨水協会ホームページでは、協会のプロフィール、刊行物、助成制度、技術評価認定、会員名簿、入会案内、
協会案内図などを掲載しておりますのでご活用ください。

（https://www.arsit.or.jp）
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トピックス

【会社の概要・特長】
（株）プラネットは、施設園芸の近代化を目指
し、土壌の代わりに粘土を 1200 ℃で発泡させ
た発砲煉石を植え込み材として用いた礫耕栽培
「ハイドロカルチャー」を主力とした、植物の
生産から都市緑化、植物工場の設計・施工・メ
ンテナンスまで、オフィスから各家庭へ向けた
植物関連事業を行っています。国内で観葉植物
から屋外植物までハイドロカルチャー生産を
行っているのはプラネットだけで、これが強み
といえます。
また都市緑化には“水不足”“廃棄物”“農薬
等”“地域による季節性”“建築の防水”“荷重”
などの問題・課題点がありますが、雨水の利用
も可能な節水型緑化や、プランターをリユース
し廃棄量を軽減するなど、環境に配慮した緑化
システムを構築し、各種問題点の解決に日々取
り組んでいます。

【雨とのかかわり、そして今後の展開】
近年、雨庭による雨水貯留・浸透、流出抑制
に期待が高まってきています。
先日、「世田谷版�GI�モデルケース“次大夫堀

公園内里山農園における雨庭づくり”」（主催：
（一財）世田谷トラストまちづくり）において、
雨水浸透ます等設置時に必要な砕石の代用に、
ハイドロカルチャーで使用するガラス発泡石の
シリカソイルを用い、坪庭型雨庭の施工に協力
しました。砕石に比べ軽くて扱いやすいことか
ら、今後は個人住宅でも実践していただけるこ
とを願っています。

■研究の現場を訪ねて（62）

みどりの「力」とともに雨に強いまちづくりを目指す
株式会社プラネット　東京営業所

そして昨年より、国土交通省によるグリーンイ
ンフラの取組への支援事業もはじまりました。今
後はみどりの力で雨水関連製品の開発に携わる
ことを目指しています。入会を機に、異業種で
ある他会員さんたちとのつながり、共創を促進
し、雨水を活用した緑化に取り組むことでこの
業界を盛り上げていきたいと考えております。

【インタビュアーの感想】
植物に関わることで仕事の不安や緊張を和らげ、

ストレスを緩和するメンタルヘルス効果が実証さ
れている「バイオフィリア」の概念を取り入れた、
まるで植物園のような画期的なオフィスでした。
雨にも植物にも互いが必要です。雨のプロフェッ

ショナルである既会員の皆さまと共に、みどりと
雨をつなぐ新たな緑化ビジネスの誕生を期待して
います。

トピックス

平田　京子
HIRATA Kyoko

（公社）雨水貯留浸透技術協会　総務部

●インタビュアー

今回は、4 月にご入会いただきました（株）プラネット 東京営業所を訪問し、会社概要や協会入会への思い、今後の
事業展開等について 経営企画室長 秋山礼子氏にお話を伺いました。

写真右が秋山室長　※撮影時のみマスクを外しています


